




New Accurate Equation for the Law of Conservation of Angular Momentum 
山田 豊
Yutaka Y AMADA 
Whenαboαrd is rotαtedαround its principαJαxis of inertia， pαrαlel to the surf，αce of the boαrd， 
it will hαue seuerα1 stαble turns in zero-grαuity. Then it will flip upside downαηd hαueαηother 
seueral stαble tμrns. The 1αω of conseruαtion ofαπgular momentum is uery importαnt to explain 
this phenome凡on.In order to obtα!nαccurαte equαtw凡 forthis 1αω， theαX凶 ωiththe fixed direction 
toωαrd the iπert!α1 system is essentiαl. Angular momentμm will be constαnt for thisαxis. The 
moueme九tof αfreely rotαting object depends on two rotαtωns. One is the rotαtwηαruond this 
αx!sα九dthe other isαround theαx!sωhich is uertical to the former αxis. It is difficαlt to explain 

































Fig. 1 A turning particle moving around the 
fixed point 
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Fig. 4 Moment of inertia 1， 
3、7とする。物体内の任意の点をPとし、その座


















PQ 2 = (X2+y2+Z2) (COS2α+ COS2s + COS2r) 







コ cos2αL.;m (y2十Z2)+ COS2s L.;m (Z2斗x2)
x 
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+cos2rL: m(x2+y2)ー 2cosscosrL: myz 
2cosrcosαL: mzx-2cosαcossL: mxy 
・・・・・・・・・a2)
式(12)の右辺前半に、つぎの記号を用いる。
Ix= L: m(y2+zう， Iy= L: m(z2十x2)
Iz= L: m(x2+y2) …...・H ・..……(13)
Ix、Iy，Izはそれぞれz、y、z軸まわりの慣性モー
メントである。また後半につぎの記号を用いる。







































If=Ixcos2a + Iycos2s + Izcos2r ・H ・H ・...・ H ・.(16)
となる。
式a6)を変形するため、 1x， 1 Y， 1 zに式(13)を用いる
と次式を得る。
I!，=cos2αL: m(y2十Z2)+cos2s L:m(z2+x2) 
+ cos2r L:m (x2 + y2) 
= (cos2s+ cos2r)L: mx2+ (cos2r+cos2α)L: my2 

























= (Ixcos2α+ 1ycos2s + 1zcos2r)ωε 
=const. ……・ …一回)






































L2=I!ω! +I~ω;+I;ω:=一定 ・… (23)
式側、 ωyでは、 Lrωz等をLのz等の成分と考えたか






























Fig. 6 Swinging of rotating board 





















坐 ι 坐笠 (l+GS1n2げω: 側dt 2 (1+αsinーθ)"
θ。=0とすればdωy/dtは次式となる。
dωsin2θ2 












度比率 ωj=ωf/ω。， ωx ωx/ω。， ωz ωz/ω。，
ωy ωy/ω。を傾き角 θに対して示した。この場合





























物体が振動することによって、 X，z， f， y方向
の運動エネルギーにどのように変化するかを求めよ
う。 z軸まわりの運動エネルギーは、(見)1xω人
z軸まわりは(Yz)(1+a) 1xωf，ωx ω~os8， 
ωz ω~1llθである。またど軸まわりの運動エネル
ギーは









45" 70。 9 O. 80。6 00 
θ 
Fig. 8 Ratio of angular velocity 




















(! --e --e 1十αsin"8
55 
u-G(sin2θ sin2θ。+asin28sin280 -a sin480) 
e (1 +a sin2θ) (l+a sin2θ。)
・ (32)
またエネルギー比率の合計は、次式となる O


















り、 ωx ωrCOSθ，ωz二 ωtSlθ である。この場合式
(34)のX，Z較に関する 1番目と 3番目の式はゼロと
なり、 2番目のy軸に関する式のみが残る。また板

























































(3) 例えば戸因。田上 a共訳、力学 a新しい視点に
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